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概要 

１ 公社を取り巻く社会環境と公社の現状 

平成 24 年度は，公社にとって財団法人から公益財団法人へ移行した

大変大きな節目の年でした。これまで公社は，高齢社会の進行を背景と

して，市民や地域の福祉に資するという「公共性」の観点に立って，時

代ごとに求められる普遍的な課題やニーズに対応していくことで，支え

合う地域づくりと市民福祉の向上を図り，住み慣れた地域で生涯安心し

て生活ができる地域社会を創造することを使命としてきました。 

この度の公益財団法人への移行は，これまでの公社の事業運営に対す

る公益性が評価され認可されたものです。このことにより，市民の事業

に対する信頼感や安心感を高めることとなり，こうした期待に応えるた

めにも公社は公益法人として，地域における介護福祉の推進役としての

役割を果たすことを，尚一層求められるようになりました。 

そうしたことから，公社では今後の活動や事業の目的・目標を明らか

にし計画的に推進するため，平成 25 年度から平成 29 年度までの 5 か

年を計画期間とする中期計画を策定しました。 

更に，今年度公社は公益法人として推進すべき事業として，地域にお

ける介護サービスの質の向上に向けた取組をしました。公社が事業活動

の中で収集した情報を，普及啓発事業や人材育成事業を通じて広く市民

やサービス提供事業者に還元する循環型システムを推進することにより，

公社のみならず地域全体の介護サービスの資の向上を図りました。 

一方，平成 24 年度は介護保険制度の見直しが行われました。この中

調布ゆうあい福祉公社の「理念」 

公社は，市民相互の助け合いと自立支援のための質の高いサービ

スの提供を通じて，あたたかい地域づくりを目指します 

 

・住み慣れた地域で安心して生活を続けられるようサポートします 

・利用者の尊厳を守り，その人らしい生活を支援します 
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で国は地域包括ケアシステムの基盤強化を提唱しています。調布市にお

いても第 5 期高齢者総合計画の中で，この地域包括ケアシステムの構築

に向けた足固めを行うことが明記されています。この計画に基づき，高

齢者支援の中核として地域包括ケアを進めるうえで重要な役割を担う地

域包括支援センターが 1 か所増設され，公社が所管する担当区域が一部

移管されたことから引継ぎを行いました。変更後も１０か所のセンター

の中で最多の高齢者人口を有する地区を担当しており，地域のセーフテ

ィネットとして，また，地域包括ケアを支える拠点として，高齢者や障

害を持つ人が地域で安心して暮らせるよう努めました。 

その他，制度改正と介護報酬改定にともない，ケアマネジャーにおい

ては利用者のケアプランの見直しや，サービス内容の調整を行う等の対

応を行いました。また，通所介護事業においても滞在時間区分の変更が

行われたことから，調布市国領高齢者在宅サービスセンター及び入間町

地域密着型認知症デイサービスぷちぽあんでは，利用者と介護者の状況

に応じてサービス提供時間帯を変更しました。このことにより，今まで

以上に利用者や家族介護者のニーズに合った支援を行うとともに，介護

報酬の増加につなげることができました。 
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２ 課題に対する取組  

（１）食事サービス事業の改善 

食事サービス事業の改善に向けた取組として，これまで進めてきた

桜美林大学との調査研究や食事サービス検討委員会の答申を基に，食

事サービスの活動を担う協力会員と情報の共有化を図るため，大学と

の調査研究の報告会や答申内容の説明会を開催しました。また，事業

改善のための目標の設定と実現のためにロードマップを作成したこ

とから，今後はマップに沿い，公社と協力会員でプロジェクトチーム

を作ったうえで，サービス改善へ向けての具体的な取組を行っていき

ます。 

一方，食事サービス事業を実施する上での大きな意義でもある高齢

者等の見守りについて，民間事業者を交え「調布市食事サービス連絡

会準備会」を開催しました。準備会では先の東日本大震災あるいは大

雪時における各事業者の対応方法等が報告され，特に他の事業所から

は参考になったとの意見があり，今後も情報交換の場として定期的に

開催して行くことが確認されました。 

 

（２）認知症の方への支援 

厚生労働省は平成 24 年 9 月に認知症の早期診断と早期対応を柱と

する「認知症施策推進 5 か年計画」を策定しました。この計画ではこ

れまでの病院・施設を中心とする認知症ケアから，可能な限り住み慣

れた地域で暮らし続けられるように，在宅中心の認知症施策へシフト

する事を目指しています。認知症高齢者が在宅生活を続けるためには，

地域の方々による支援や，そのための認知症への理解が必要となりま

す。公社では一人でも多くの方々に認知症を正しく理解されるよう，

市内の事業所で開催された「認知症サポーター養成講座」に職員を講

師として派遣し，公社においても同様の講座を開催する等普及啓発と

人材育成に努めました。 

また，公社では認知症対応型の通所介護を 2 拠点で展開しており，

利用者と介護者の在宅生活を継続できるように支援しました。特に入

間町地域密着型認知症デイサービスぷちぽあんでは，さまざまな形で

ボランティアが積極的に活動し，地域の中で認知症の方を支える拠点

としての役割を果たしました。 
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（３）家族介護者への支援 

「認知症施策推進 5 か年計画」では，地域での日常生活・家族の支

援の強化がうたわれています。介護で孤立しがちな家族介護者を支え

るため，調布市国領高齢者在宅サービスセンターでは，利用者の家族

を対象に家族会を開催し介護者同士の情報交換を行いました。また，

平成 24 年度は「家族介護者のケアについて考える」と題して福祉講

演会を実施し，家族介護者を支える必要性について，参加者の理解を

深めることができました。 

 

（４）公益財団法人としての役割 

公社は，地域における介護福祉の推進役としての役割を果たすため，

循環型システムを推進するに当たり次の事業を展開しました。 

一つは，これまで公社の相談職を対象として行っていたケースカン

ファレンスや，ヘルパー職を対象とする介護技術の研修会を，他の事

業所の職員にも公開し，公社のみならず地域における介護福祉の質の

向上に取り組みました。 

また，高齢者の見守りについて，これまで公社が住民参加型事業で

培ってきたボランティアや自治会，あるいは民生児童委員との連携を

一層密にし，いざという時，気楽に声をかけることができるよう顔の

見える関係づくりに努めました。 

平成 24 年度は，特に見守り事業において効果が大きい，市内の高

齢者等へ配食を実施している食事サービス事業者との情報交換の場

として，「調布市食事サービス連絡会準備会」を開催しました。各事

業者と高齢者等への見守りを強化するために，今後も定期的に連絡会

を開催して行くことを確認し，食事サービスを通じて地域の見守りを

より充実させる体制作りの役割を果たしていくことになりました。 
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事業報告  

Ⅰ．高齢者及び障害者等の生活支援に関する事業 

 

１ 有償在宅福祉サービス事業  

公社の理念でも掲げる，住み慣れた調布市で介護が必要になっても自

宅で家族や親しい方々と共に，安心して生活を送りたいという願いの実

現に向けた，支え合いの地域づくりを目指し事業を推進しました。 

昨今のサービス利用に至る特徴は，公的な制度では対応できないニー

ズへの支援や，介護保険サービスを利用するまでの短期間の支援，また，

急な疾病により生活に支援が必要となった方が多かったため，柔軟で即

応性のあるサービスが求められました。 

福祉機関だけでなく，地域住民からの紹介や相談で，サービス利用に

つながる人も多く見られ，困り事を地域で相談・解決できる関係を構築

することは，すみやかなサービス提供を行う上で重要であることから，

住民同士で支え合う地域づくりに努めました。 

さらに，地域包括支援センターや他機関，民間事業者など様々な機関

との連携を図ることで，公社がセーフティネットとしての役割を果たし，

高齢者や障害者などが安心して地域で生活を続けられるための支援を行

いました。 

食事サービス事業においては，「地域住民の手で，利用者に手作りのお

食事と安心を」という理念を協力会員と共有しながら，活動を継続して

います。平成 24 年度は延べ 1,098 人の市民が協力会員として活動し，

年間 49,284 食を高齢者や障害を持つ利用者に提供しました。 

前年度実施した「食事サービス検討委員会」の答申を受けて課題を整

理し，事業の発展に向けたサービス内容の見直しを始めました。また，

平成 24 年度は食事サービス答申書において課題に挙げられた「調布市

食事サービス連絡会準備会」を開催し，市内配食事業所との意見交換を

行った結果，貴重な情報共有の場となり安否確認等の底上げにつなげる

ことができました。 
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（１）ホームヘルプサービス  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ホームヘル

プサービス 

利用会員のニ

ーズに個別に

対応すること

で，安心して，

より豊かな生

活を送ること

ができるよう

支援する。ま

た，利用会員の

介護者の負担

軽減を図る。 

協力会員によるホームヘルプ

サービスの提供を行った。 

利用者数：2,068 世帯 

（月平均：172.3 世帯） 

利用件数：8,348 件 

（月平均：695.7 件） 

利用時間：15,237 時間 

（月平均：1269.8 時間） 

地域の支え合い

によって，利用

会員一人ひとり

のニーズに個別

に対応すること

ができ，安心し

て，より豊かな

生活を送る支援

ができた。 

 

（２）食事サービス  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

食事サービ

ス 

低栄養の改善，

介護者の負担

軽減，食育の視

点を持った支

援を行うこと

により生活の

質の向上を図

る。宅配時の声

かけや見守り

を行うことに

より，孤独死等

の防止，住み慣

れた地域の中

で，安心して生

活が送ること

ができるよう

援助する。 

・宅配を実施し，栄養バランス

を考えた手作りの食事を届け

るとともに，見守り確認を行っ

た。 

利用者数：1,802 人 

（月平均：150.2 人） 

利用食数：37,208 食 

（月平均：3,100.7 食） 

 

・市内福祉機関等で必要とする

食事の支援を行った。 

食事の配達と協力会員派遣に

よる調理支援を行った。 

①宅配方式  1 か所 

入間町地域密着型認知症デイ

サービスぷちぽあん 

②宅配，ホームヘルプ併用方式

1 か所 

低栄養の改善や

当事者の負担軽

減，食育の視点

を持った自立支

援，安否確認を

行 う こ と に よ

り，利用者の生

活の質の向上に

つながった。 
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子ども家庭支援センターすこや

か 

③ホームヘルプ方式 4 か所 

すてっぷ，フレンズ，じゃんぷ

（知的障害者グループホー

ム），こぶしの花深大寺（認知

症高齢者グループホーム） 

④レストラン方式 1 か所 

調布市国領高齢者在宅サービ

スセンター 

食事サービスの総食数（年間） 

49,284 食 

 

（３）会員交流事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

会員交流事

業 

住民同士の支

え合いを意識

し，会員が健康

で活き活きと

生活できるよ

う生きがいを

創出する。 

公社活動室において，第一部演

奏会（民謡コンサート），第二

部懇談会として実施した。 

年１回 1 時間 30 分 

実施日：平成 25 年 2 月 24 日

（日） 

参加者数：23 人 

会員同士の交流

を図り，健康で

生きがいを持て

るような場の提

供ができた。 

 

（４）会員慶弔  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

会員慶弔 独居や家族と

疎遠な高齢者

等へコミュニ

ケーションの

機会を創出し，

安心して日常

生活を過ごす

ことができる

よう支援する。 

会員慶弔に際し記念品，弔電を

送った。 

誕生日の記念品贈呈：250 人 

             （月平均 21 人） 

弔電：2 人 

（利用会員 1 人，協力会員 1

人） 

コミュニケーシ

ョンの機会の創

出と共に，会員

に対する慶弔の

意を表すことが

できた。 
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２ 生活支援コーディネート事業  

事業開始から７年目を迎えた平成 24 年度は，相談件数は，月平均

18.8 件となっています。多くの方に継続して利用されていますが，更

に多くの方に「ちょこっとさん」を知っていただけるように，市内で実

施されているふれあい給食の会場などへ出張説明を実施したり，市報へ

の掲載やオリジナル・ポストカード配布，ホームページ等によりＰＲに

努めました。事業の周知が進んだことで，地域包括支援センターや社会

福祉協議会等を経由する相談も増え，市内相談機関との連携も行えてい

ます。 

相談の傾向としては，サービス内容の問い合わせが多く，利用に繋が

らなくても，在宅生活を支えるサービスがあるという事を知っていただ

くきっかけが作れたことで，今後の生活の安心へつなげることができま

した。 

平成 24 年度も調布市のボランティア・市民活動の振興に寄与すべく，

野ヶ谷の郷「ご近所支えあい隊」や神代自治会等への情報提供を行うな

ど，地域で活動する他団体とのネットワークの強化に取り組みました。 

また，登録ボランティアの得意分野や関心事を把握するため，アンケ

ートを実施しました。この結果，得意分野を生かした活動につながり，

サービスの質が向上しました。また，ボランティア自身にとってもやり

がいのある活動となり，自主性の向上につながりました。 

 

（１）生活支援事業「ちょこっとさん」  

ア 生活支援事業「ちょこっとさん」  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

生活支援事

業「ちょこ

っとさん」 

在宅生活を維

持することが

で き る よ う ，

「ちょっとし

た」困りごとの

相談と公社や

地域のサービ

スを提供又は

紹介する。 

30 分程度でできる「ちょっと

した」お手伝いを行った。 

相談件数：225 件 

利用件数：163 件 

新規相談件数：64 件 

登録ボランティア数(平成 24

年度末現在) 89 人 

ちょっとした生

活支援を行うこ

とで一人暮らし

の高齢者等の在

宅生活の維持に

つながった。 
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イ 登録ボランティア説明会と研修会 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

登録ボラン

ティア説明

会と研修会 

地域において

事業について

広報し，サービ

スを担う市民

（登録ボラン

ティア）を募集

する。また，登

録ボランティ

アが安心して

サービスに携

わることがで

きるよう交流

を図りながら，

サービスに関

わる情報交換

や実習体験を

行う。 

・登録ボランティア説明会 

①平成 24 年 7 月 20 日（金） 

参加者数：3 人 

②平成 24 年 11 月 12 日（月） 

参加者数：6 人 

 

・研修会 

①「みんなで支える介護保険」 

平成 24 年 12 月 4 日（火） 

研修時間：1 時間 30 分 

参加者数：24 人 

（協力会員研修と合同）  

②「接遇マナー研修」 

平成 25 年 2 月 25 日（月） 

研修時間：2 時間 

参加者数：22 人 

（協力会員研修と合同） 

介護予防，地域

福祉の担い手の

育成，地域福祉

ネットワークの

育成が行えた。 
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３ 在宅福祉サービスに関する相談事業  

高齢者，障害者，病弱者並びにひとり親家庭等の総合相談の窓口とし

て，公社が展開している地域包括支援センターや多種の介護保険事業に

より蓄積した情報やノウハウを活用し，日常生活や健康に関する相談に

応じました。また，地域の機関と連携しながら，公社の持っている情報

やネットワークを駆使し，最適な支援につなげるなど，問題解決に向け

て対応しました。 

24 時間 365 日対応することで，市民の誰もが，いつでも相談ができ

る安心や，信頼感を築くことができました。 

 

（１）在宅福祉サービスに関する生活相談  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

生活相談 

（市民） 

地域で暮らす

高齢者が身近

な窓口で相談

ができ，安心し

て暮らすため

に，生活支援の

視点に立って

高齢者等の生

活相談に応じ，

関係機関と連

携を図りなが

らホームヘル

プ等の在宅福

祉サービス情

報を提供する。 

住民参加係・居宅介護支援係・

地域包括支援センターのソー

シャルワーカー・看護師による

電話，来所，訪問相談を行った。 

電話相談：9,456 件 

来所相談：997 件 

訪問相談：6,142 件 

その他：694 件 

年間合計：17,289 件 

住み慣れた地域

で安心した在宅

生活をサポート

できるよう市民

の身近な相談窓

口として，関係

機関と連携を図

りながら，介護

や健康等の相談

に応じ，住み慣

れた地域で安心

した在宅生活を

送れるようサポ

ートした。また，

必要に応じホー

ムヘルプ等の在

宅福祉サービス

情報を提供する

ことができた。 

生活相談 

（会員） 

 

日常生活相談

や利用者一人

ひとりのニー

ズにあったサ

ービス調整を

行う。住み慣れ

た地域で安心
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して在宅生活

を送れるよう

支援する。 

健康訪問相

談 

（会員） 

心身の健康に

関する相談に

対して必要な

指導，助言を行

うことにより，

家庭における

健康管理や健

康の増進を図

れるよう支援

する。健康面で

の相談に対応

することで，健

康管理や健康

増進を図る。 

 

（２）医師による健康相談  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

医師による

健康相談 

（市民，会

員） 

心や体の悩み

を専門家に相

談する機会を

提供する。 

内科医，神経科医による相談を

行った。 

相談日：隔月に各 1 日 

内科相談件数：７件 

神経科相談件数：９件 

専門医による個

別相談の場を提

供することによ

り，市民の精神

的，身体的不安

を軽減した。 
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（３）弁護士による法律相談  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

弁護士によ

る法律相談 

（市民，会

員） 

市民生活の中

で発生する法

律的な問題を

専門家に相談

する機会を提

供する。  

 

顧問弁護士による相談を行っ

た。 

相談日：隔月 

法律相談件数：８件 

法律的な問題を

専門家に相談す

る機会を提供す

ることにより，

安心して在宅生

活を送るための

支援ができた。 

 

（４）福祉機器等の相談，貸出，斡旋  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

福祉機器等

の相談，貸

出，斡旋 

（市民，会

員） 

入院中の一時

外出，外泊など

の場合に，購入

することなく

福祉用具を利

用することや，

在宅で自立し

た生活を送る

ために適した

福祉用具を選

ぶことができ

るよう支援す

る。 

福祉用具の紹介，貸出，斡旋を

行った。 

貸出件数：113 件 

高齢者等や家族

が，介護に必要

な福祉用具を安

心して利用でき

るよう支援する

ことができた。 
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４ 居宅介護支援事業  

平成 24 年度に介護保険法の改正が行われたことに伴い，各利用者の

ケアプランを見直しました。全ての利用者へ，法改正に伴うケアプラン

の変更点を分かりやすく説明した上で，サービス事業者と連携を取りな

がら，担当者会議を開催しました。その結果，サービスの変更をスムー

ズに行うことができました。 

また，今年度は，体調を崩し亡くなった方や，施設へ入所した方が多

く，家族や本人の意向を聞きながら対応しました。利用者全体としては，

単身生活を送る認知症の方や終末期を在宅で迎える方が多くなり，ご本

人の望まれる暮らしのため，医療機関等と連携を取りながら支援体制を

整えていきました。 

地域包括支援センターが主催するケアマネットや地域ケア会議に参加

することで，他事業者との連携が深まりました。また，民生児童委員等，

利用者を支える地域住民とも関係を築くことができ，適切なケアプラン

作成につながりました。 

 

（１）居宅介護支援，居宅介護予防支援事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

居宅介護支

援，居宅介

護予防支援

事業 

介護保険サー

ビス等を活用

し，利用者の意

欲，可能性が最

大限に引き出

され，その人ら

しさを大切に

し，住み慣れた

地域で安心し

て暮らし続け

ることができ

る生活を実現

するための支

援を行う。 

アセスメントに基づき，介護保

険サービスのみならず，個々の

利用者にとって必要かつ効果

が期待できるサービスも視野

に入れケアプランを作成した。

また，定期的に利用者状況を確

認し，合理的・効果的にサービ

ス提供ができていることにつ

いて，評価を行った。 

 

介護保険ケアプラン作成 

及び給付管理件数：1,447 件 

介護予防ケアプラン作成 

及び給付管理件数：149 件 

認知症や家族関

係など複雑な問

題を抱えた利用

者を含め，定期

的な観察と他機

関との連携を図

りながら，利用

者が安心して生

活を送れるよう

に支援できた。

予防給付の利用

者に対しては意

欲や可能性を引

き出せるように

ともに考えなが

ら支援した。 
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５ 調布市地域包括支援センターゆうあい事業  

平成 25 年 1 月に市内 10 か所目の地域包括支援センターが開設し，

担当地区の変更が行われました。変更後も 10 か所のセンターの中で最

多の高齢者人口を有する地区を担当しており，地域のセーフティネット

として，また，地域包括ケアを支える拠点として，高齢者や障害を持つ

人が地域で安心して暮らせるよう努めました。 

平成 24 年度は「孤立死を予防する」というテーマで，地域ケア会議

を開催しました。単身の高齢者だけではなく，高齢夫婦世帯や家族との

同居世帯であっても，孤立死が生じる可能性が高くなりつつあるため，

地域でどのように予防することができるかを地域の関係機関の方々と共

に話し合い理解を深めました。 

高齢者人口の増加に伴い，認知症高齢者も増加し，介護を担う家族の

負担が大きくなっています。家族介護者の負担軽減のため，2 か月に 1

回開催している家族会「あじさいの会」において，家族介護者同士での

情報交換の場の提供や会報発行の支援を行いました。 

 

（１）地域包括支援センター事業  

ア 総合相談事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

総合相談事

業 

 

地域の高齢者

の相談にニー

ズに合った内

容を具体的に

助言し，家族の

介護負担を軽

減する。地域の

高齢者等が困

ったときに気

軽に相談がで

き，安心して住

み慣れた地域

で暮らせるよ

う支援を行う。 

訪問，電話，来所による面接を

通じた総合的な相談に基づき，

生活の実態やニーズの把握を

行い，医療・保健・福祉などの

必要なサービスや関係機関へ

の紹介等を行った。 

対象：高齢者，家族等 

実態把握人数：1,043 人   

相談件数：7,744 件 

相談に応じるこ

とで，高齢者や

その家族等が安

心して，在宅生

活 を 継 続 で き

た。また，適切

なサービスへの

紹 介 等 を 行 え

た。 
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判定・申請

代行 

高齢者が調布

市の必要な高

齢福祉サービ

ス等を選択し

利用すること

ができるよう

身近な窓口と

して，高齢者の

自立に向けた

適切な情報を

提供し必要な

手続きを行う。 

来所，訪問による面接を通じて

各種判定業務・介護保険申請代

行等を行った。 

判定件数：445 件 

 

 

高齢者やその家

族等が在宅生活

を継続する上で

必要な福祉サー

ビスに適切につ

ながるよう支援

した。 

 

イ 地域ネットワーク 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

地域ケア会

議 

高齢者等が安

心して生活で

きる地域づく

りを行う。 

担当地域の高齢者が抱える問

題について実態を把握し，地域

関係者との情報の共有と問題

や課題解決に向けたケース検

討等を行った。 

・テーマ「孤立を防ぐには」 

①平成 24 年 7 月 19 日（木） 

対象：国領 1･2･４･5 丁目民生

児童委員，広報協力員，地域団

体（自治会，老人クラブ，地区

協議会関係者，サービス事業所

等） 

出席者数：25 人 

②平成 24 年 12 月 5 日（水） 

対象：民生児童委員，広報協力

員，地域団体（自治会，老人ク

ラブ，サービス事業所等） 

出席者数：21 人 

③平成 25 年 3 月 5 日（火） 

多方面で活躍し

ている人々の参

加により，意見

交換の場として

有意義であった

との感想が毎回

あった。 

この意見交換を

通じ，地域の医

療や地域の人々

とつながってい

る必要があるこ

と，見守りの大

切さについて地

域住民や関係機

関 と 共 有 で き

た。 

また，会議を通

じて地域包括支
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対象：民生児童委員，広報協力

員，地域団体（自治会，老人ク

ラブ，サービス事業所等） 

出席者数：19 人 

 

援センターの市

民へ認知度が低

いことが認識で

きたため PR の

強化を行った。 

民生児童委

員と広報協

力員の連絡

会 

 

 

安心して暮ら

せる地域づく

りを推進する。 

 

 

担当地域の民生児童委員と広

報協力員とが具体的な地域の

課題を共有し，地域包括支援セ

ンターとの連携方法について

検討を行った。 

テーマ「単身高齢者が公的なサ

ービス利用につながった事例

を通して孤立死予防を考える」 

対象：地域包括支援センターゆ

うあいのエリアの民生児

童委員（第 2 地区・第 4

地区） 

平成 24 年 6 月 15 日（金） 

出席者数：20 人 

孤立しない地域

づくりのために

民生児童委員と

広報協力員との

情報共有と相互

の 役 割 を 確 認

し，顔の見える

関係を作ること

ができた。 

 

ウ 介護支援 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護教室 安心してサー

ビスを利用し，

介護に携わる

ことができる

よう支援を行

う。 

 

医療・保健・福祉等に関する普

及啓発を行った。教室の開催を

通して，介護方法や介護予防に

関する情報を届けた。 

・「おいしく食べるために口腔

ケアを始めよう」 

平成 24 年 9 月 6 日（木） 

講師：伊藤訓世氏，高木昌代氏

（歯科衛生士） 

参加者数：16 人 

・「椅子に座って簡単体操」 

平成 24 年 9 月 20 日（木） 

介護予防をテー

マとした講演会

や実技を通し， 

参加者へ介護予

防の情報を伝え

る事ができた。 

夫婦での参加も

多くみられ，こ

れまでよりも男

性の介護予防へ

の関心の高さを

認識した。 
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講師：佐藤志帆氏（運動指導士） 

参加者数：25 人 

家族会 虐待防止や家

族の介護負担

軽減を図るこ

とで，家族が安

心して介護に

携わることが

できるよう介

護者同士の支

え合い活動を

支援する。 

 

介護者の集いを実施した。家族

会の運営については，介護のＯ

Ｂがボランティアとして参加

し，会報誌を発行するなど，市

民参加による介護者支援を行

った。  

・家族会「介護を担うご家族の

つどい・あじさいの会」開催 

平成 24 年 5 月 10 日（木） 

7 月 12 日（木） 

11 月 ８日（木） 

平成 25 年 1 月 17 日（木） 

3 月 21 日（木） 

参加者数：延べ 35 人 

・会報発行の支援 

「あじさいの会」参加者の会報

発行を支援した。 

発行回数：5 回 

毎回テーマを決

めて情報交換や

意見交換を行っ

た。介護者同士

だからこそでき

る支え合いの場

を提供する事で

精神的な支援が

できた。 

福祉用具の

展示 

福祉用具を実

際に確認と体

験をすること

で，適切な用具

の利用方法を

伝え，自立した

生活の支援を

行う。 

福祉用具の展示・相談・体験を

行った。 

 

入院中の方や，

緊急で福祉用具

の利用が必要な

方に対し福祉用

具の相談や貸し

出しを行った。 
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エ 権利擁護 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

権利擁護 地域において

尊厳のある生

活を維持し，安

心して生活で

きるよう，専門

的・継続的な視

点から支援を

行う。 

・虐待予防相談  

相談件数：327 件 

・成年後見制度の活用推進，消

費者被害の防止等 

相談件数：160 件 

 

高齢者が尊厳を

もって，地域で

安心して在宅生

活を継続できる

よう支援ができ

た。 

 

オ ケアマネジメント支援 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ケアプラン

適正化事業 

 

介護支援専門

員が適切なケ

アプランを作

成できるよう

支援する。 

 

居宅介護支援専門員との面接

や同行訪問，サービス担当者会

議への出席や関係機関との会

議を実施した。 

対象：担当地区の利用者を支援

している居宅介護支援専門

員 

支援件数：360 件 

困難な課題を抱

える利用者を担

当する，居宅介

護支援専門員を

支援することに

より，利用者の

課題解決につな

がった。 

地域連絡会

ケアマネッ

トの開催 

地域の専門職

の連携・協働体

制により，利用

者が安心して

暮らせる地域

づくりの推進

を図る。 

 

「中央南地区・介護支援専門員

地域連絡会ケアマネット」（と

きわぎ国領・調布八雲苑・ゆう

あい合同）を開催した。 

・「他機関との連携」～介護老

人保健施設編～ 

平成 24 年 8 月 22 日（水） 

参加者数：23 事業所 60 人 

・「他機関との連携」～訪問看

護編～ 

平成 24 年 11 月 14 日（水） 

参加者数：26 事業所 39 人 

地域の介護支援

専門員が，平成

24 年度介護保

険法の改正の内

容や，地域の社

会資源について

の理解を深めた

ことにより，高

齢者等へのケア

マネジメントに

活かされた。 
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カ 介護予防ケアマネジメント 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護予防ケ

アプランの

作成及び適

正化事業 

高齢者が要介

護状態になる

ことを予防し，

安心して在宅

生活が継続で

きるよう支援

を行う。 

 

・介護予防ケアプランの作成を

行った。 

対象者：要支援１・要支援２ 

地域包括支援センターゆうあ

い作成件数：1,695 件 

 

・居宅介護支援事業所へ委託し

た介護予防ケアプランの管理

及び指導を行った。 

作成件数：1,197 件 

適切な目標設定

をすることによ

り，高齢者が要

介護状態になる

こ と を 予 防 し

た。 

介護予防事

業 

要支援・要介護

になることを

予防し，身体状

況を維持しな

がら，安心して

在宅生活を継

続できるよう，

専門的・予防的

視点から支援

を行う。  

 

・来所，電話，訪問等での面接

相談を通して，介護予防高齢者

の実態把握と介護予防につい

ての普及啓発・介護予防事業の

紹介を行った。 

対象者：393 人 

実態把握人数：50 人 

相談件数：202 件 

 

・各種介護予防事業参加に必要

な判定業務を行った。 

対象：介護予防高齢者・虚弱高

齢者 

地域支援事業判定者数 

転倒予防事業：7 人 

運動機能向上事業：7 人 

口腔機能向上事業：6 人 

介護予防デイサービス：4 人 

低栄養予防事業：4 人 

訪問指導：０人 

高 齢 者 が 要 支

援，要介護状態

に な る 事 を 防

ぎ，いつまでも

生き生きと生活

できるよう支援

できた。 

 



  ２１ 

キ 会議・研修等への出席  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

支 援 セ ン タ

ー 連 絡 会 へ

の出席 

 

調布市関係者

と各支援セン

ターとの情報

共有を図り，

市民への情報

発信を行う。 

毎月 1 回の会議に公社職員が

出席した。 

調布市や関係機

関，各支援セン

ターとの連携を

図り，利用者へ

新しい情報等を

伝え，適切なサ

ービスを紹介，

提供できた。  

支 援 セ ン タ

ー 語 ろ う 会

への出席 

10 か所の支

援センター間

で，地域包括

ケアにおける

地域の課題や

事業に関わる

共通理解を図

る。 

毎月 1 回の会議に公社職員が

出席した。 

介 護 予 防 検

討 会 へ の 出

席  

 

 

 

 

調布市支援セ

ンター係と各

支援センター

の保健師又は

経験のある看

護師により，

介護予防につ

いての情報共

有や事例検討

を行う。  

年 6 回の会議に保健師・看護師

が出席した。  

介護予防事業を

適切かつ効果的

に進めることが

できた。  

権 利 擁 護 検

討 会 へ の 出

席  

 

 

 

調布市関係者

と各支援セン

ターの社会福

祉士が，成年

後見制度や権

利擁護事業に

ついて情報共

有を図り制度

年 12 回の会議に社会福祉士が

出席した。  

（自主会６回含む）  

相 談 業 務 の 中

で，高齢者等に

対し権利擁護制

度の周知と支援

を行うことがで

きた。  
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について理解

する。  

ケ ア プ ラ ン

適 正 化 会 議

への出席  

 

 

 

調布市高齢者

支援室と調布

市内の主任介

護支援専門員

により介護保

険の適正なケ

アプラン作成

について学び

介護支援専門

員に対し支援

を行う。  

年５回の会議に主任介護支援

専門員が出席した。  

平成 24 年度の

介護保険法改正

における利用者

やケアマネジャ

ーへの影響につ

いて情報共有を

行い，適切なケ

アプラン作成に

向けて介護支援

専門員を支援す

る こ と が で き

た。  

見 守 り ネ ッ

ト ワ ー ク 連

絡 会 へ の 出

席  

 

 

調布市支援セ

ンター係と各

支援センター

の見守りネッ

トワーク事業

担 当 者 に よ

り，情報共有

と広報活動の

方法を学ぶ。  

月 1 回会議に見守りネットワ

ーク担当が出席した。  

各支援センター

と情報共有を図

ることで，見守

りネットワーク

事業の充実を図

る こ と が で き

た。  

地 域 密 着 型

サ ー ビ ス 認

知 症 高 齢 者

共 同 生 活 介

護「リアンシ

ェール調布」

の 運 営 推 進

会 議 へ の 出

席  

 

担当地区にあ

る認知症対応

型共同生活介

護事業者が，

地域に開かれ

た施設として

サービスの質

の確保を図る

ための支援を

行う。  

年５回会議に職員が出席した。 

 

適切な運営に対

しての協力を行

うことにより，

認知症があって

も安心して生活

できる地域づく

りの推進を支援

することができ

た。  
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（２）見守りネットワーク事業 

ア 見守りネットワーク事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

見守りネッ

トワーク事

業 

 

高齢者の意思

や生活様式を

尊重しながら，

地域住民によ

る「ソフトな見

守り」と「ゆる

やかな働きか

け」を行い，ひ

とり暮らし高

齢者等が地域

で安心して暮

らせることを

目指す。また，

地域包括支援

センターの機

能や役割の周

知に努め，地域

での見守りの

輪を広げる。 

 

・市民が，高齢者の異変や要援

護者を発見し，地域包括支援セ

ンターに通報することで，その

後の支援につなげるというシ

ステム。  

地域での協力者の発掘・地域組

織への説明会・地域住民への広

報を行った。また，広報誌「ほ

っとらいん」・ホームページへ

の記事掲載を行った。 

PR 件数：133 件 

通報件数：75 件 

 

・出張説明会 

①「みどりの会」 

平成 24 年 5 月 24 日（木） 

対象者：地域住民 50 人 

②「国領町三丁目第 2 アパー

ト」 

平成 24 年 6 月 30 日（土） 

対象者：住人 16 人 

・地域イベントでの啓発 

①「菊野台ボランティアまつ

り」 

平成 24 年 5 月 27 日（日） 

②「国領小学校地区防災訓練」 

平成 24 年 9 月 2 日（日） 

③「国領わいわいまつり」 

平成 24 年 10 月 14 日（日） 

④「調和小学校防災訓練」 

平成 24 年 10 月 27 日（土） 

⑤「菊野台地域のつどい」 

年度初めに出張

説明会を行った

ことで，地域の

方々と顔の見え

る関係作りを行

うことができ，

心配な人等の通

報につながった

り，市の施策・

事業及び介護保

険への申請につ

なげることがで

きた。また，地

域のイベントや

防災訓練で PR

することで，支

援センターの認

知度を上げるこ

とができた。 
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平成 24 年 11 月 23 日（祝） 

⑥「ひだまりサロン交流会」 

平成 25 年 2 月 22 日（金） 

 

・認知症サポーター養成講座へ

の講師派遣 

①平成 24 年 6 月 12 日（火）

対象者：多摩信用金庫調布支店 

行員 15 人 

②平成 24 年 11 月 22 日（木） 

対象者：市民 40 人 

 

イ 広報協力員事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

広報協力員

研修，連絡

調整会 

市民の立場で

地域包括支援

センターと地

域をつなぐ役

割を持つ広報

協力員と，定期

的な連絡会・研

修を実施する

ことにより，市

民への広報と

啓発に努める。 

研修，連絡調整会を開催した。 

・平成 24 年 5 月 30 日（水） 

①新年度挨拶 

②支援センター職員紹介 

③担当職員について 

④今年度の計画について 

・平成 24 年６月 15 日（金） 

「民生児童委員と広報協力員

の連絡会」 

・平成 24 年 8 月 22 日（水） 

「C アミーユ・アミーユレジ 

デンス施設見学」 

・平成 24 年 10 月 3 日（水） 

「ＰＲ訪問に関して」 

・平成 24 年 10 月 10 日（水） 

「ＰＲ訪問の準備」 

・平成 25 年 1 月 16 日（水） 

「ＰＲ訪問まとめ」 

・平成 25 年 2 月 26 日（火） 

「振り返り」 

＊全体研修 

民生児童委員と

の顔合わせを行

ったことで，互

いの業務につい

て理解を深める

機会となり，広

報協力員のスム

ーズな活動につ

ながった。また

各研修の結果，

地域資源や制度

への知識もより

深まり，広報協

力員が各々の広

報と啓発活動に

活かすことがで

きた。 
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平成２４年７月３１日（火） 

平成２５年３月８日（金） 

広報協力員

ＰＲ訪問 

広報協力員が

市民の立場で

支援センター

と地域をつな

ぐ広報訪問を

継続して行う。 

 

・新規訪問 

対象：70 歳以上の世帯で，高

齢者の総合相談窓口の案

内を希望した高齢者 

実施回数：１回 

対象者数：45 人 

訪問希望数：14 世帯  22 人 

 

・継続訪問 

対象：平成 23 年度対象者のう

ち継続希望者 

実施回数：１回 

訪問調査者数：15 人 

市民の視点で，

支援センターや

各種市の施策，

介護予防事業等

の紹介を行い，

支援センターの

普及・啓発がで

きた。また，具

体的な相談やサ

ービスが必要と

思われる方につ

いては支援セン

ターに連絡し介

護保険の申請等

につなぐことが

できた。 
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６ 訪問介護，予防訪問介護事業  

平成 24 年度も，利用者が安心して地域で在宅生活を継続できるよう，

自立支援をめざし，質の高い訪問介護，介護予防訪問介護サービスの提

供に努めました。平成 24 年度は，介護保険の制度改正と報酬改定が同

時に実施されたことから，４月当初は，改正された制度に合わせサービ

ス内容の調整を行う利用者もありました。 

また，介護保険事業者として法令を遵守しつつ，公社のセーフティネ

ットとしての役割を果たすため，利用者及び地域のニーズに柔軟に対応

しました。 

 

（１）訪問介護事業，介護予防訪問介護事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

訪問介護事

業 

利用者の希望，

ニーズに沿っ

て適切なサー

ビスを提供す

ることにより，

利用者が安心

して在宅生活

を送ることが

できるよう援

助をする。 

 

介護保険利用者に対して，身体

介護，生活援助を行った。利用

者との協働関係により，生活へ

の意欲につながるようなサー

ビスを提供し，介護予防の支援

を行った。 

対象者：要介護 1～5 と要支援

1 と 2 の該当者 

（訪問介護と介護予防訪問介

護合計数） 

利用者数：1,740 人 

サービス提供回数：17,189 回 

サービス提供時間：19,690 時 

間 45 分 

 

「利用者主体」

「自立支援」を

基本に，質の高

いサービスを提

供した。また，

困難な課題を抱

える利用者を多

く受け入れ，セ

ーフティネット

としての役割を

果たすことがで

きた。 介護予防訪

問介護事業 

利用者との協

働関係により，

生活への意欲

につながるよ

うなサービス

を提供し，介護

予防の支援を

行う。 
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７ デイサービスぷちぽあん事業 

平成 24 年度は，４月に介護保険法の改正があり，大幅なサービス提

供時間区分の変更がありました。ぷちぽあんでは，上半期は滞在時間の

変更は基本的には行わず，法改正前までと同様のサービスを実施しまし

た。その後，地域の事業所の動向や利用者及び利用者家族のご意見を伺

い，10 月から滞在時間及びサービス提供の時間区分を変更しました。

介護状況や家族状況を踏まえ，5 時間以上 7 時間未満と 7 時間以上 9

時間未満の 2 通りの滞在時間を選択できるようにしました。 

このことにより，単身の方や重度の方が通所回数と滞在時間を希望に

応じて選べるようになり，在宅生活を維持するための利用者と介護者へ

の支援ができました。 

また，例年３回実施されている地域交流会に加え，２年に一度開かれ

るバザーを 10 月に開催し，運営協議会と地域住民，公社職員との交流

を図ることができました。 

 

（１）デイサービスぷちぽあん事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

認知症対応

型通所介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別ケアを大

切にしながら，

認知症になっ

ても住み慣れ

た地域で，その

人らしい生活

が送れるよう

に支援をする。 

 

 

 

 

 

 

認知症対応型通所介護 

対象者：要介護者・要支援者 

定員：12 人/日 

実施曜日：月曜日から金曜日 

利用者数：延べ 2,760 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その人に合った

きめ細かな個別

支援を行うこと

で，安定的な通

所と適切なサー

ビスを提供する

ことができた。

認知症状の安定

や，滞在時間を

選択できる柔軟

な対応により，

在宅生活がしや

すくなり家族介

護者の負担を軽

減することがで

きた。 
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家族会 

 

 

利用者を支え

ている家族を

支援する。 

家族介護者の懇談会を実施し，

介護者同士の情報交換と，介護

技術の学習を計画した。 

実施予定日 

平成 24 年 11 月 17 日（土） 

 

 

参加申し込みが

無かったため，

実 施 し な か っ

た。 

都合により参加

できなかったご

家 族 に つ い て

は，個別に電話

で 相 談 を 受 け

た。 

 

（２）地域開放支援事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

地域開放支

援事業 

誰もが安心し

て健やかな生

活を送るため

の地域づくり

を目指し，住民

参加型サービ

スの実施と認

知症デイサー

ビスの運営を

支援するぷち

ぽあん運営協

議会を中心に，

地域住民に開

かれた施設づ

くりに努める。 

 

 

 

 

 

 

・ボランティアが，ウエルカム

ドリンクやおやつの調理・配膳

準備などの活動を行った。 

活動者数：延べ 642 人 

 

・ぷちぽあんひだまりサロン

（会食会）実施への支援を行っ

た。 

実施回数：11 回 

参加者数：延べ 159 人 

 

・地域交流会実施への支援を行

った。 

第１回：絵手紙と茶話会 

平成 24 年 6 月 30 日（土） 

参加者数：15 人  

第 2 回：バザー開催 

平成 24 年 10 月 27 日（土） 

参加者数：85 人 

 

 

・地域住民がデ

イサービスへの

サポートを行う

事ができた。 

 

・住民自身が，

地域づくりの活

動に，企画・実

施・参加するこ

とができた。 

 

・認知症の人が

安心して生活を

送るための地域

づくりを支援す

る こ と が で き

た。バザーの収

益金で地域活動

へのサポートが

できた。 
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集会所として

地域住民に施

設を開放する。 

・施設の貸出（無料）を行う。 

貸出回数：延べ 20 回 

参加者数：延べ 316 人 

①ひだまりサロン：11 回 159

人 

②地域交流会：2 回 100 人 

③近隣の自治会：7 回 57 人 

・住民の地域づ

くりを支援する

ことができた。 
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８ 調布市国領高齢者在宅サービスセンター事業  

平成 24 年度は介護保険報酬改定に伴い，通所介護においては，サー

ビス提供の時間区分の見直し等が行われました。当サービスセンターで

は上半期を準備期間とし，９月から介護予防通所介護を 3 時間半，通所

介護を 5 時間以上 7 時間未満，認知症対応型通所介護を 7 時間以上 9

時間未満の滞在時間区分に変更いたしました。 

また，関係機関と連携を図り，多くの問題を抱える利用者を積極的に

受け入れ地域のセーフティネットとしての役割を果たしました。 

 

（１）調布市国領高齢者在宅サービスセンター事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

調布市国領

高齢者在宅

サービスセ

ンター事業 

住み慣れた地

域で安心して

生活を続けら

れるよう，利用

者の尊厳を守

りその人らし

い生活を支援

する。 

送迎，食事，入浴，趣味，生き

がい活動のサービスを提供し

た。 

対象者：要介護者・要支援者 

実施曜日：月曜日から土曜日 

・通所介護・介護予防通所介護 

定員：30 人／日 

実施日：293 日  

利用者数：延べ 6,380 人 

・認知症対応型通所介護，介

護予防認知症対応型通所介護 

定員：12 人／日  

実施日：293 日 

利用者数：延べ 2,630 人 

・措置通所 

実施日：15 日  

利用者数：延べ 15 人 

生 活 の 質 の 向

上，生きがいづ

くり，心身の健

康維持への支援

ができた。  

 

プライバシー

を守り，身体状

況に合わせた

介助浴とリフ

ト浴を提供す

る。  

入浴サービス（個別入浴） 

定員：10 人／日 

実施日：293 日 

利用者数：延べ 2,402 人 

身体の清潔を保

つと同時に身体

状況の変化を継

続して観察でき

た。  
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（２）介護予防デイサービス事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護予防デ

イサービス

事業 

ひきこもり防

止，健康の維持

増進が図れる

よう支援する。 

趣味活動，レクリエーション等

のサービスを提供した。 

対象者：自力での通所が可能な 

介護予防高齢者等 

実施日：火曜・水曜・金曜 

定員：15 人／日  

実施日：140 日  

利用者数：延べ 509 人 

ひ き こ も り 防

止，健康維持増

進と介護予防の

支援ができた。 

 

 

（３）地域福祉交流育成  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ボランティ

アの受け入

れ 

利用者との交

流から地域福

祉について関

心を持ち，市民

相互の支え合

いを基本とし

たあたたかい

地域づくりを

目指す。  

市民・団体・学校等がボランテ

ィアとして「生活」「季節，外

出等行事」「交流会等の日常行

事」等に参加した。 

参加者数 

個人：延べ 697 人 

団体：延べ 43 団体 

（368 人） 

地域住民が福祉

への理解を深め

る こ と が で き

た。利用者は社

会との結びつき

を広げることが

できた。  

ボランティ

ア交流会 

ボランティア

同士の横のつ

ながりを作り

日々の活動の

感想や意見を

交換する場を

設ける。 

 

日々の活動の意見，感想を交換

することで，ボランティア同士

の交流を図り，活動の推進と地

域交流を図った。  

・平成 24 年 6 月 27 日（水） 

参加者数：8 人 

・平成 25 年２月 27 日（水） 

参加者数：7 人  

ボランティア同

士 の 交 流 が 図

れ，活動の推進

が図れた。 
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職場体験受

入 

利用者との交

流から地域福

祉について関

心を持っても

らう。 

職場体験の受入を行った。  

調布市第六中学校  

受入者数：４人 

期間：５日間 

利用者との交流

により，地域福

祉について関心

を持ってもらえ

た。 

 

（４）家族支援サービス（家族会）  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

家族支援サ

ービス（家

族会） 

お互いの介護

情報の収集や

共有，介護技術

の提供を行い，

家族が地域か

ら孤立するこ

とを防ぎ，介護

者の負担軽減

を図る。また，

家族介護者が

抱えるニーズ

を把握する。 

家族介護者の懇談会を実施し，

お互いの介護情報の交換や共

有，専門職からの介護技術の助

言を行った。 

・第１回（情報交換会） 

平成 24 年 8 月 25 日（土） 

参加者数：6 人 

・第２回（昼食試食会） 

平成 24 年 11 月 9 日（金） 

参加者数：8 人 

介護する家族が

地域から孤立す

ることを防ぎ，

介護負担を軽減

することができ

た。  
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９ 低栄養予防事業  

要介護状態を予防するための栄養状態の維持，増進を図ることを目的

に，管理栄養士による栄養ケア計画に基づく料理教室形式のプログラム

を実施しました。また，事業を通して料理を作るきっかけづくりと仲間

づくりを行いました。  

また，講座終了後も低栄養予防の取組が継続できるよう，前年度の受

講生を対象にフォローアップ講座を開催しました。  

 

（１）低栄養予防事業（いきいきクッキング）  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

低栄養予防

事業（いき

いきクッキ

ング） 

要介護状態に

なることを予

防するための

栄養状態の維

持，向上を目指

す。また低栄養

から生じる体

力低下を予防

する。 

 

講義，調理実習及び前後の健康

度の把握による効果測定を実

施した。 

・第 1 回コース 1 日 4 時間 

期間：平成 24 年 6 月７日（木）

～9 月 20 日（木）全 8 日 

場所：たづくり調理室 

参加者数：７人 

・第 2 回コース 1 日 4 時間 

期間：平成 24 年 11 月７日

（水）～平成 25 年 2 月

20 日（水）全７日 

（降雪の影響で 1 回中止） 

場所：あくろす調理室 

参加者数：６人 

参加者が，低栄

養状態を改善，

予防することに

ついて学び，低

栄養から生じる

体力低下を予防

することに取り

組むことができ

た。 
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（２）いきいきクッキング自主グループ活動支援  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

いきいきク

ッキング自

主グループ

活動支援 

プログラム終

了後も地域で

低栄養予防の

取組が継続で

きるよう，自主

グループの活

動を支援する。 

平成 25 年 2 月 19 日（火）  

実施時間：2 時間 30 分 

会場：あくろす調理室 

参加者数：10 人 

内容：管理栄養士による講義及

び会食を兼ねた交流会 

講座終了後も集

まることで，低

栄養予防で学ん

だことの振り返

りができ，また

仲間づくりの機

会にもなった。 
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１０ 軽度生活援助事業  

地域には，介護保険サービスを使わなくても，少しの援助で在宅生活

が続けられる方が多数おり，生活援助事業では，協力会員によるホーム

ヘルプサービスを提供することにより，自立支援ができました。  

また，このサービスを提供することで，利用者の状況把握が早い段階

でできることから，地域包括支援センターや民間事業所などへ速やかに

情報提供を行うことが可能になり，関係機関との連携を図りながら，利

用者をスムーズに介護保険制度へつなぐことができました。  

また，見守り事業として，認知症高齢者に対して介護保険サービスで

は適用されない見守り等に対応し，認知症の方とその家族が安心して在

宅生活を続けられるよう支援しました。  

 

（１）軽度生活援助事業（生活支援事業）  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

軽度生活援

助事業（生

活 支 援 事

業） 

ちょっとした

支援により充

実した生活の

安定を図る。 

協力会員によるホームヘルプ

サービスの提供を行った。 

利用人数：延べ 96 人 

サービス提供回数：315 回 

サービス提供時間数：516 時

間 

介護保険の給付

対象にならない

高齢者に対し，

地域住民の支え

合いで支援する

住民参加型のホ

ームヘルプサー

ビスを提供する

ことで，利用者

の自立を支援し

た。 
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（２）軽度生活援助事業（見守り事業） 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

軽度生活援

助事業（見

守り事業） 

介護保険制度

で適用されな

い見守り関連

のサービスを

提供すること

により，利用者

に安心して生

活していただ

くとともに，家

族の介護負担

の軽減を図り，

認知症高齢者

とその家族の

在宅生活を支

える。 

認知症の高齢者に対してヘル

パー（介護福祉士，訪問介護員）

が，介護保険制度で賄いきれな

い見守り，散歩介助，話し相手，

その他の援助を行った。 

 

利用者数：延べ 60 人 

サービス提供回数：277 回 

サービス提供時間：283 時間 

介護保険制度の

範囲では適用さ

れないサービス

の提供を行うこ

とで，認知症高

齢者とその家族

の在宅生活を支

えることができ

た。 
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１１ 介護保険要介護認定調査  

調布市の介護保険制度運営の円滑な遂行に協力するため，介護保険法

に基づく要介護認定調査を行いました。  

 

（１）介護保険要介護認定調査  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護保険要

介護認定調

査 

介護保険制度

運営の円滑な

遂行の一端を

担う。 

介護保険法による認定調査を

行った。対象者の心身の状態，

日常生活等の訪問調査を行っ

た。 

認定調査件数：69 件 

介護保険認定調

査を行うことに

より，適正かつ

円滑な制度運営

の遂行に資する

ことができた。 
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１２ 障害者自立支援事業  

自立支援居宅介護，重度訪問介護対象の方が，地域で安心して自立し

た在宅生活を継続できるよう，質の高いサービスの提供に努めました。

利用者の入院等で中止したサービスの提供時間を，高齢者の待機利用者

に振り分けしたためサービス提供が減少しました。  

 

（１）ホームヘルプサービス事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ホームヘル

プサービス

事業 

障害者の自立

支援を目指し

て必要なサー

ビスを行う。障

害者が自らの

望む暮らし方

を実現できる。 

障害者自立支援法利用者に対

して，身体介護，家事援助を行

った。 

利用者数：延べ 400 人 

サービス提供回数：3,927 回 

サービス提供時間：3,810 時

間 15 分 

ホームヘルプサ

ービスを通じ，

障害を持つ人が

自立した生活を

送れるよう支援

することができ

た。 
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Ⅱ．市民福祉及び地域福祉の増進のための普及啓発，

人材育成並びに調査研究開発事業 

 

１３ 普及啓発事業  

住民相互の支え合いによるあたたかい地域づくりを目指し，情報発信，

地域活動への参加支援，住民同士の仲間づくりの場の提供等，様々な手

法で福祉に関する普及啓発に努めました。  

福祉講演会では，重点事業の１つである「家族介護者に向けた支援の

推進」を図るため，高崎健康福祉大学教授・精神科医の渡辺俊之氏をお

招きし，「家族介護者のケアについて考える」をテーマにした講演を行

いました。参加者からは「これまでの介護経験に照らし合わせて共感で

きた」などの感想がありました。  

その他にも公社の行う住民参加型事業，受託事業，多種の介護保険事

業等で得られる情報を，普及啓発事業のテーマや企画に生かし実施しま

した。  

 

（１）福祉講演会  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

福祉講演会 保健，医療，福

祉等に関する

市民の社会的

関心事につい

て情報提供を

行い，調布市の

関係機関と連

携し福祉のま

ちづくりを進

める。  

 

家族介護者，市民，福祉関係者

等様を対象に，家族介護者のケ

アについて，講師自身の体験談

を交え，分かりやすい講演会を

行った。 

テーマ「家族介護者のケアにつ

いて考える」 

平成 25 年２月９日（土） 

14 時～15 時 30 分 

講師：渡辺俊之氏（高崎健康福

祉大学教授・精神科医） 

参加者数：150 人 

場所：グリーンホール小ホール 

家族介護者を支

える必要性につ

いて学ぶことが

できた。また地

域で行っている

介護者支援の動

きなどを知る場

を提供できた。 
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（２）機関紙「ほっとらいん」発行，ホームページ更新  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

機関紙によ

る広報 

 

公社事業やサ

ービスの紹介，

公社その他福

祉に関わる事

業の情報提供

と地域にある

ニーズの掘り

起こしを図る。 

・定期的に機関誌を発行した。 

年 6 回 

2,700 部／回 

 

・特別号を新聞折込にて発行し

た。 

75,560 部／1 回 

公社やその他福

祉サービスの情

報を幅広い対象

に提供した。そ

の結果，相談や

会員登録などに

つながった。 

ホームペー

ジによる広

報 

公社事業やサ

ービスの紹介，

公社その他福

祉に関わる事

業の情報提供

と地域にある

ニーズの掘り

起こしを図る。 

公益法人への移行に伴い，ホー

ムページをリニューアルし，適

宜更新を行った。 

情報の窓口とし

てタイムリーに

公社の情報を提

供できた。 

 

 

（３）公社事業説明会  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

公社事業説

明会 

公社やその他

福祉に関わる

事業の情報提

供を行い，理解

を得ることで，

事業への参加，

協力，連携を推

進する。 

市民に公社の事業計画につい

て説明した。 

・「平成 24 年度公社事業計画

説明会」 

平成 24 年 4 月 23 日（月） 

参加者数：16 人 

 

・出張説明会  

①ふれあい給食  

（北ノ台小学校，石原小学校，

染地小学校，緑ヶ丘小学校，）  

平成 24 年４月 18 日（水） 

公社やその他福

祉に関わる事業

の情報提供を行

い，市民が事業

への参加，協力，

連携について理

解を深めること

ができた。 
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     ４月 20 日（金） 

5 月 17 日（木） 

      5 月 18 日（金） 

5 月 22 日（火） 

5 月 23 日（水）  

5 月 31 日（木） 

      ７月 12 日（木） 

８月 15 日（水） 

平成 25 年１月 ９日（水） 

      １月 11 日（金） 

      １月 25 日（金） 

      １月 30 日（水） 

      １月 31 日（木） 

②介護教室 地域包括支援セ

ンター せいじゅ 

平成 24 年 5 月 25 日（金） 

③菊野台ボランティア祭り 

平成 24 年５月 27 日（日） 

④金子団地 

平成 24 年 6 月 30 日（土）  

⑤柴崎長寿クラブ（老人会） 

平成 24 年 8 月 20 日（月） 

⑥介護教室 地域包括支援セ

ンターゆうあい 

平成 24 年９月 6 日（木） 

平成 24 年９月 20 日（木） 

⑦支援センター連絡会 

平成 24 年９月 20 日（木） 

⑧国領わいわい祭り 

平成 24 年 10 月 14 日（日） 

⑨菊野台地域のつどい 

平成 24 年 11 月 23 日（祝） 

⑩福祉まつり 

平成 24 年 12 月１日（土） 

⑪高齢者会食（金子地域福祉セ
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ンター） 

平成 25 年１月 25 日（金） 

⑫調布市一般施策説明会 

平成 25 年 2 月 27 日（水） 

 

・市報掲載 

平成 24 年 9 月 20 日号 

 

・調布エフエム出演 

平成 24 年 10 月 25 日（木） 

 

 

（４）協力会員登録説明会  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

協力会員登

録説明会 

住民参加型事業

や有償在宅福祉

サービスの広報

を行うととも

に，地域の支え

合いサービスを

担う市民（協力

会員）を募集す

る。  

協力会員を募集し，説明会を実

施した。 

説明時間：1 時間 

平成 24 年６月 19 日（火） 

平成 24 年 10 月 23 日（火） 

平成 25 年 2 月 22 日（金） 

その他協力会員活動に関する

問い合わせに対し説明を行っ

た。 

参加者数：延べ 33 人 

定期的に説明会

を実施すること

により，地域の

支え合いを理解

していただき，

会員登録につな

げることができ

た。 
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（５）生きがい介護予防講座  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

男性のため

の料理講座 

中高年の地域

住民同士の交

流による仲間

づくり，生きが

いと社会参加

の機会を提供

するとともに，

介護予防の視

点を取り入れ

要介護状態に

なることをで

きる限り防ぐ。 

男性のための家庭料理講座 

概ね 55 歳以上の男性を対象 

平成 24 年 10 月３日・10 日・

24 日・31 日・11 月 14 日の

全 5 日間 全て水曜日 

1 回３時間 

参加者数：延べ 59 人 

調 理 実 習 を 通

し，食生活と健

康維持について

学ぶとともに，

仲間をつくる機

会 を 提 供 で き

た。 

フォークダ

ンス講座 

フォークダンス講座 

概ね 60歳以上の初心者を対象 

平成 24 年 9 月１日・８日・１

５日・29 日の全４日間 全て

土曜日 

1 回 2 時間  

参加者数：延べ 57 人 

介護予防を意識

し，体を動かす

ことで筋力低下

を防止ぐととも

に，仲間をつく

る機会を提供で

きた。 

パソコン・

デジカメ講

座 

パソコン・デジカメ講座 

概ね 50 歳以上対象。 

平成 24 年 10 月４日・11 日・

18 日・25 日の全 4 日間 全

て木曜日 

1 回 1 時間 30 分 

参加者数：延べ 37 人 

ＩＴ社会への順

応，生きがい活

動への支援と仲

間をつくる機会

を提供できた。 
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（６）介護予防地域活動支援事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護予防地

域活動支援

事業 

生きがい介護

予防講座修了

後も活動を継

続することで，

閉じこもりや

孤立を防ぎ，健

康で生きがい

のある生活が

続けられるよ

う支援する。 

・男性のための料理講座修了者

の自主グループ 

「だいこんの会」 

講師等に関する支援 

活動実施：月 1 回，4 時間 

 

・フォークダンス講座修了者の

自主グループ「フレンズ・すみ

れ」 

講師等に関する支援 

活動実施：月 1 回，4 時間 

 

・パソコン・デジカメ講座修了

者の自主グループ 

「結会いネット倶楽部」 

住民サポーター，会場確保等に

関する支援 

活動実施：週 1 回，1 時間 

講座参加者等の

自発的な支え合

い活動，地域づ

くりを推進でき

た。 
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１４ 人材育成事業  

公社の理念である「市民相互の助け合い」と｢自立支援のための質の高

いサービスの提供を通じてあたたかい地域づくり｣を推進するため，介護

の担い手や協力会員，ボランティアの育成，専門資格の取得を目指す実

習生の受け入れ，講座，研修会，学習会の開催等，様々な「学びの場」

を提供し，介護や地域福祉の担い手となる人材育成を行いました。  

この事業は，法人が行う住民参加型在宅福祉サービスを含めた事業と

地域包括支援センターを備えた各種介護保険事業を総合的に学ぶことが

できる法人として，医療，福祉，教育職の育成実習機関の場となってい

ます。また，地域における講習会等に，福祉等の専門性を持つ法人の職

員を講師として派遣しました。こうした事業により，質の高いケアを提

供できる人材を育成することで，地域全体の福祉サービス向上に貢献し

ました。  

 

（１）訪問介護員及び障害者（児）居宅介護従事者（２級）養成研修  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

訪問介護員

及び障害者

（児）居宅

介護従事者

（２級）養

成研修 

２級ヘルパー

として必要な

知識及び技能

を有する人材

の養成を図る。

地域に求めら

れている質の

高いヘルパー

を養成する。 

通学形式にて講義と実習をプ

ログラムとする講座を開催し

た。 

期間：平成 24 年９月４日（火）

～12 月 14 日（金） 

全 30 日間 142.5 時間 

参加者数：17 人 

プログラム：別表 1 参照 

 

約 5 割の受講生

が市内等の事業

所にヘルパー・

介護職員として

就労し，地域の

人材育成に寄与

することができ

た。 
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（２）ホームヘルパーフォローアップ研修  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ホームヘル

パーフォロ

ーアップ研

修 

介護人材の掘

り起こしと，就

労支援や就労

継続支援を行

う。 

ホームヘルパー2 級等の有資

格者で未就労者を対象に，介護

実習，介護保険の現状などに関

する講義と実習をプログラム

とする研修を開催した。 

全 3 日間  

参加者数：延べ 29 人 

・「介護保険におけるホームヘ

ルプの考え方（しくみと実際）」 

講義 3 時間 

平成 24 年７月５日(木) 

参加者数：10 人 

講師：安岡厚子氏 

（サポートハウス年輪理事長） 

・「調理技術」（調理の工夫・高

齢者に適した食事形態と味付

け等） 

実習 3 時間 

平成 24 年７月９日(月) 

参加者数：７人 

講師：公社協力会員（元ヘルパ

ー） 

・「介護技術（ベッドメイク・

体位変換・車椅子での移乗と移

動）」 

実習 3 時間 

平成 24 年７月 10 日(火) 

参加者数：12 人 

講師：公社ヘルパー 

「未就労者の就

労支援」を目的

に実施している

が，就労してい

る介護職員に対

してのスキルア

ップの役割も担

う こ と が で き

た。現在就労し

ている人にとっ

ては，介護につ

いての振り返り

や新たな知識や

技術の習得がで

きた。 
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（３）ゆうあい福祉セミナー  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ゆうあい福

祉セミナー 

地域福祉の担

い手となる人

材の育成を促

進する。 

「認知症サポーター養成講座」 

平成 24 年 11 月 22 日（木） 

講師：認知症サポーターキャラ

バンメイト ２名 

調布市高齢者支援室職員 

あくろすホール 

参加者数：50 人 

 

講師から専門的

な講義を受ける

ことによって，

地域において認

知症を理解する

市民の裾野を広

げることができ

た。 

 

 

（４）実習生受け入れ  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

実習生受け

入れ 

社会福祉の実

践を体験する

ことにより，福

祉への理解を

深めることで，

将来に有能，有

用な人材の育

成を図る。 

公社の各係において実習生を

受け入れた。 

実習生数：38 人 

     延べ 263 人 

内訳：別表２参照 

社会福祉援助技

術や教員免許取

得時の実習の場

を提供すること

ができた。 
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（５）福祉専門職講師派遣  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

認知症サポ

ーター養成

講座 

地域の福祉人

材育成を支援

する。 

調布市主催の認知症サポータ

ー養成講座へ職員がキャラバ

ンメイトとして出席し，認知症

について説明した。 

平成 24 年６月 12 日（火） 

地域福祉に関わ

る人材の育成に

貢献できた。 

一般施策説

明会 

調布市が行う一般施策の説明

会へ職員が出席し，住民参加型

サービス，生活支援コーディネ

ート事業について説明した。 

平成 24 年 6 月 20 日（水） 

民生児童委

員研修会 

民生児童委員が行う研修会へ

調布市職員と共に成年後見制

度の説明及び事例等について

説明した。 

平成 25 年 2 月 27 日（水） 

 

 

（６）協力会員研修 ホームヘルプサービス研修と食事サービス研修  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

定例会 協力会員とし

ての資質向上

を図り，交流を

深めるととも

に，地域の一員

としての役割

を学ぶ。 

 

定例会と兼ねて研修会も実施

した。 

・「感染予防について」 

平成 24 年７月 11 日（水） 

研修時間：１時間 

講師：公社看護師 

参加者数：11 人 

 

・「個人情報保護法について」 

平成 24 年 10 月２日（火） 

研修時間：1 時間 

講師：片桐由喜子氏 

参加者数：22 人 

協力会員が活動

についての意見

交換を行い，活

動に関わること

についての意義

を学ぶ機会を提

供できた。 
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・「みんなで支える介護保険」 

平成 24 年 12 月 4 日（火） 

研修時間：1 時間 30 分 

講師：調布市高齢者支援室職員 

地域包括支援センターゆうあ

い職員  

参加者数：24 人 

（ちょこっとさんと合同研修） 

 

・「接遇研修」 

平成 25 年 2 月 25 日（月） 

研修時間：2 時間 

講師：三島理枝氏 

参加者：22 人 

（ちょこっとさんと合同研修） 

基礎研修 有償在宅福祉

サービスへの

理解を深め，円

滑に活動に入

ることができ

るための基礎

を学ぶ。 

～基礎研修～活動を行う際の

心がけについてのガイダンス 

テーマ：「いつも心がけて」 

対象者：協力会員 

研修時間：１時間 

参加者数：延べ 33 人 

実施回数：計３回 

・平成 24 年 6 月 19 日（火） 

・平成 24 年 10 月 23 日（火） 

・平成 25 年２月 22 日（金） 

 

他，個別で対応を行った。 

協力会員が，在

宅福祉サービス

の基礎を学ぶこ

とで，スムーズ

なサービス提供

を行うことがで

きた。 

 

ホームヘル

プサービス

協力会員研

修 

協力会員が自

信を持ち，質の

高いホームヘ

ルプサービス

の活動ができ

るよう高齢者

や障害者への

限られた食材で調理実習を行

った。  

「限られた食材で笑顔になれ

る食事を一緒に作ってみませ

んか？！～美味しさは思いや

りの気持ちから～」  

平成 25 年 1 月 28 日（月） 

協力会員が自信

を持って活動に

入 る こ と が で

き，利用者に対

し，より質の高

いホームヘルプ

サービスを行う
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理解を深め，介

護技術の向上

を図る。 

研修時間：２時間 30 分    

講師：元公社職員 

参加者数：10 人 

ことができた。 

食事サービ

ス新人研修

と食事サー

ビススキル

アップ研修 

協力会員とし

て主体的に活

動に取り組め

るよう，必要な

技術や知識を

習得する。ま

た，これまでの

活動を振り返

り，今後の事業

の展開に向け

て検討するな

ど，主体的に活

動する会員の

モチベーショ

ンの向上，円滑

な事業進行，サ

ービスの質の

向上を図る。  

 

・食事サービス新人研修 

①調理実地研修 8 日間コース 

研修時間：32 時間 

参加者数：3 人 

②配達実地研修 4 日間コース 

研修期間：6 時間 

参加者数：6 人 

 

・食事サービススキルアップ研

修 

①「食品衛生講習会」  

平成 24 年 6 月８日（金） 

研修時間：1.5 時間 

講師:多摩府中保健所職員 

参加者数：28 人 

食品衛生講習会 ビデオ補講 

参加者数：12 人 

 

②「安全運転講習」 

平成 24 年 11 月 15 日（木） 

講習時間：1 時間 

講師：調布警察署職員 

参加者数：20 人 

 

③「調理実習」 

平成 25 年 2 月 26 日（火） 

平成 25 年 2 月 27 日（水） 

研修時間：1 回２時間 

参加者数：34 人 

新規協力会員に

向けて不安を取

り除き，円滑な

参加を促すこと

ができた。 

また，活動する

協力会員におい

てはモチベーシ

ョンが向上し，

サービスの知識

や技術の習得が

でき，円滑な事

業運営につなが

った。 
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（７）協力会員外部研修派遣  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

協力会員外

部研修派遣 

活動に必要な知

識とスキルの向

上を図り，より

良いサービス提

供につなげる。  

 

・「第 15 回全国食事サービス

活動セミナー」 

平成 24 年７月 15 日（日）  

主催者：全国老人給食協力会 

参加者数：１人 

・「第 27 回食事サービスを考

えるつどい」 

平成 24 年 10 月 17 日（水） 

主催者：東京食事サービス連絡

会 

参加者数：2 人 

外部研修を活用

することで，協

力会員がより幅

広く学ぶ機会を

提供できた。 

 

（８）協力会員「サロン」  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

協 力 会 員

「サロン」 

協力会員の交

流と地域づく

りの促進を図

る。  

 

公社周辺の緑化活動として「グ

リーンクラブ」の活動を支援し

た。花壇の整備やゴーヤでのグ

リーンカーテン設置を行った。 

開催：第 2，第 4 水曜日 

協力会員同士の

交流や地域活動

についてサポー

トすることがで

きた。 
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別表 1  ２級ヘルパー及び障害者 (児)ヘルパー講座 プログラム  

テーマ 担 当 

開講式 平成 24 年 9 月４日 公社担当職員 

講義編 講 師 

1 福祉理念とケアサービスの意義 

2 サービス提供の基本視点 

3 高齢者保健福祉の制度とサービ

ス 

4 障害者（児）福祉の制度とサービ

ス 

5 ホームヘルプサービス概論 

 

6 ホームヘルパーの職業倫理 

 

7 障害･疾病の理解（1）（2） 

障害・疾病の理解（3） 

8  高齢者・障害者（児）の心理（1） 

高齢者・障害者（児）の心理（2） 

 

9 高齢者･障害者（児）等家族の理

解 

10 介護概論 

 

11 介護事例検討 

 

12 住宅･福祉用具に関する知識 

13 家事援助の方法（1） 

家事援助の方法（2） 

 

14 相談援助とケア計画の方法 

 

15 医学の基礎知識 

16 在宅看護の基礎知識 

 

岩崎晋也氏（法政大学教授） 

岩崎晋也氏（法政大学教授） 

武安眞珠(公社地域事業課主幹・社会福祉

士) 

小笠原寿弘氏（調布市社会福祉事業団事

務局長・社会福祉士） 

伊勢眞理子（公社訪問介護係・介護福祉

士) 

伊藤紀代子(公社訪問介護係長・介護福祉

士) 

松浦みゆき氏（看護師） 

伊藤郁子氏（調布福祉園・医師） 

岡部耕典氏（早稲田大学教授） 

松浦幸子氏（クッキングハウス代表・精

神保健福祉士） 

岡部耕典氏（早稲田大学教授） 

 

小畑亜由美氏（調布市医師会訪問看護ス

テーション・看護師） 

伊勢眞理子（公社訪問介護係・介護福祉

士） 

菅原光晴氏（作業療法士） 

原田節子（公社訪問介護係・介護福祉士） 

土谷喜美子氏(調布市健康推進課・管理栄

養士) 

内園薫(公社包括支援センター主査・社会

福祉士) 

小林肇氏（小林内科院長） 

伊藤文子氏（調布市医師会訪問看護ステ

ーション所長・看護師） 
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17 リハビリテーション医療の基礎知

識 

菅原光晴氏（作業療法士） 

演習編 講 師 

1 共感的理解と基本的態度の形成 

2 訪問介護計画の作成と記録・報告

の技術 

3 レクリエーション体験学習 

 

4 基本介護技術 1（介護の心構え他） 

5 基本介護技術 2（体位変換につい

て他） 

6 基本介護技術 3（入浴介助他） 

7 基本介護技術 4（食事介助他） 

8 基本介護技術 5（排泄介助他） 

照井秀子氏（社会福祉士） 

伊藤紀代子(公社訪問介護係・介護福祉

士) 

柴田初子，小原泰子（調布市国領高齢者

在宅サービスセンター・介護福祉士） 

４～８まで 

柏葉映子，関塚元太，中井裕代，古野友

美子（公社訪問介護係・介護福祉士） 

 

実習編 実習施設等 

1 介護実習 

 

2 ホームヘルプサービス同行訪問 

3 在宅サービス提供現場見学 

特別養護老人ホーム及び介護老人保健施

設及び知的障害者入所更生施設 

訪問介護事業所 

デイサービスセンター 

テーマ 担 当 

修了式 平成 24 年 12 月 14 日 公社担当職員 
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別表２ 実習生受入 

 実習生 38 人 延べ 263 人  

 教育機関名  実習担当  
人

数  
期間  

延日

数  

介 護 職 員 基

礎研修等  

都立中央・城北職業

能力開発センター  

地域包括支援センター

係  
３ １ ３ 

社 会 福 祉 援

助 技 術 現 場

実習  

東京学芸大学  住民参加推進係  1 23 23 

法政大学  国領デイサービス係  １ 23 23 

東京福祉大学  
地域包括支援センター

係  
１ 23 23 

首都大学東京  居宅支援係  1 15 15 

上智社会福祉専門

学校  

地域包括支援センター

係  
1 12 12 

住民参加推進係  1 12 12 

桜美林大学  
地域包括支援センター

係  
１ 24 24 

調布市福祉健康部  事務局  ２ ３ ６ 

地 域 看 護 学

実習  

杏林大学保健学部

看護学科  

地域包括支援センター

係  
２ ３ ６ 

老 年 看 護 学

実習  

東京慈恵医科大学

部看護学科  
国領デイサービス係  ４ ４ 16 

教育実習（東

京 都 社 会 福

祉協議会）  

東京大学  

国領デイサービス係  

３ ５ 15 

国士舘大学  １ ５ ５ 

東京学芸大学  ８ ５ 40 

創価大学  ２ ５ 10 

日本女子体育大学  ４ ５ 20 

多摩美術大学  １ ５ ５ 

武蔵野大学  １ ５ ５ 
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１５ 調査研究開発事業 

今年度も引き続き調布市内，市外等の関係機関と会議の場での情報交

換や連携を図り，公社事業全体で質の高いケアが行えるよう努めました。

また平成 22 年度から実施してきた食事サービス事業の研究と開発につ

きましては，大学との共同研究結果報告を踏まえ，公社の食事サービス

事業のロードマップを作成しました。その中でおなかまランナーと具体

的な改善に一部取り組みました。 

平成 23 年度に実施した食事サービス検討委員会において提案された，

「調布市食事サービス連絡会準備会」を開催し，高齢者等に配食を実施

している他の事業者と情報交換や安否確認の取組状況などを確認しまし

た。食事サービス事業が担う地域包括ケアシステムを構築する上で，安

否確認等の役割について今後も各事業所へ働きかけを行うと共に，公社

の食事サービス事業に活かしてまいります。 

 

（１）調査研究開発事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

調査研究開

発事業 

調布市内，市外

等の関係機関

と情報交換と

連携を図り，質

の高いケアに

結びつける。 

 

関係機関連絡会等の会議に参

加した。 

（調布市関係） 

①調布市見守りネットワーク

会議 

②国領小学校地区協議会「こく

りょう・みんなの広場」 

③調布市障害者地域自立支援

協議会 

④調布市要保護児童対策地域

協議会 

（市内団体等） 

①介護保険サービス事業者調

布連絡協議会 

②介護支援専門員調布連絡協

議会 

③くすのき会評議員会 

④調布消防署住宅防火等推進

調布市内，市外

等の関係機関の

会 議 等 に 参 加

し，公社の各サ

ービスから得ら

れる情報を提供

し，連携を図る

ことで，地域の

ケアを高める事

ができた。 
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協議会 

⑤調布市高齢者救急業務連絡

協議会 

住民参加型 

食事サービ

ス事業の研

究と開発 

食事サービス

事業改善に向

けた調査結果

をもとに，公社

食事サービス

事業における

課題を検証し，

今後の展開を

図る。 

平成 22 年度，23 年度に実施

した食事サービス事業の桜美

林大学との調査研究や食事サ

ービス検討委員会の答申書を

もとに食事サービスの活動を

担う協力会員と共に検討等を

行いロードマップを作成した。 

 

・「食事サービス答申報告会」 

平成 24 年 6 月 26 日（火） 

参加者数：23 人 

 

・「桜美林大学との共同研究報

告会」 

平成 24 年 8 月 10 日（金） 

参加者数：30 人 

 

・「食事サービス報告会」 

平成 24 年 12 月 18 日（火） 

参加者数：25 人 

次年度以降の，

サービス改善に

向けて事業の活

動を担う協力会

員と課題の共通

認識を持つこと

ができた。 

・調布市食事サービス連絡会準

備会 

平成 25 年 3 月 11 日（月） 

参加者数：8 事業所 11 人 

食事サービス検

討委員会の答申

書から課題にあ

がった民間配食

事業所と連絡準

備会を開催した

ことにより，市

内配食事業所に

おける安否確認

等の底上げにつ

ながった。 
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Ⅱ．その他の報告事項 

 

１６ 事業運営の改善  

事務事業について，各係において職員間の連絡調整，介護保険改正へ

の対応や見直しを行い，業務の効率化や事業の活性化のための取組を行

いました。 

 

事業名 事業目的 実施内容 参加者 評価 

職員会議 

 

公 社 が 目 指

す べ き 方 向

性，重要な案

件 に つ い て

全 職 員 で 共

有し，円滑な

事 業 運 営 を

行う。 

個別事業について

の報告，連絡。適切

な事業運営に関す

る協議を行う。 

実施回数：月 1 回 

各担当職員 

①国領デイ

サービス係

各係②デイ

サービスぷ

ちぽあん係

③訪問介護

係④各係合

同職員会議 

全職 員 が公 社

理念を理解し，

情報 を 共有 す

るこ と で利 用

者に と って の

質の 高 いサ ー

ビス を 提供 す

るこ と につ な

がった。 

運営会議 公 社 運 営 に

当 た り 必 要

な 案 件 に つ

い て 協 議 を

行い，意思形

成を行う。 

①利用者意向，地

域，事業環境に関す

る情報の収集と分

析②改善課題の設

定と改善方法の協

議③事業運営に関

する協議 

実施回数：月 2 回 

局長，次長，

副参事，課

長，主幹，

係長職 

事業 運 営に 当

たり 実 情を 踏

まえ た 意見 交

換，意思決定の

ため の 協議 を

行う こ とが で

きた。 

管理職会議 経 営 状 況 の

把 握 と 円 滑

な 事 業 運 営

の 確 保 の た

め 意 思 形 成

を行う。 

利用者意向，地域，

事業環境に関する

情報の分析結果に

基づいた公社の方

向性の決定を行う。 

実施回数：週 1 回 

局長，次長，

副参事．課

長，主幹 

経営 の 基本 方

針が定まり，円

滑な 事 業運 営

を図 る こと が

できた。 

サービス情

報の公表の

利 用 者 が 自

ら 介 護 サ ー

東京都が指定する

情報公表センター

①居宅支援

係②訪問介

適正 な 事業 運

営を再確認し，
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実施 

 

ビ ス 事 業 者

を 選 択 で き

る よ う に す

る。 

への報告及び調査

機関による事実確

認等調査 

各係（事業所）年 1

回 

護係③国領

デイサービ

ス係④デイ

サービスぷ

ちぽあん係 

調査 内 容を 公

表することで，

利用 者 が介 護

サー ビ スを 選

択す る 際の 支

援を 行 うこ と

ができた。 
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１７ サービスの質の向上  

サービス評価会議においては，サービス導入に当たり，作成したプラ

ンを評価し，必要時の調整を行い，利用者に対し適切にサービス提供が

行えるよう取り組みました。  

また，利用者のニーズに合った適切なサービスのあり方や，対応困難

な利用者への支援のあり方などを検討するケースカンファレンスを定期

的に実施することで，各自の支援を振り返る課題抽出と改善の機会とし，

相談援助に携わる職員の資質向上に努めました。  

その中で，単身，高齢者のみ世帯に対するケアマネジメントや，住民

参加型サービスにおける多様なニーズへの対応方法，比較的元気な高齢

者などへの介護予防の支援など，各係の担当者が抱える課題を共有し検

討を行うことで，相談援助技術の向上を図りました。  

また，ケースカンファレンスでは，平成 24 年度より外部関係者も招

き，共に学習する機会を設けました。このことと，公社職員向け研修の

公開により，地域全体での福祉の向上に寄与しました。  

 

 事業名 事業目的 実施内容 参加者 評価 

サービス評

価会議等の

開催 

 

 

自らの立てたケ

アプランと各種

介護計画が適切

であるか，複数

の専門職の目か

ら評価し，改善

に役立てる。 

居宅介護支援計画と

各種介護計画書の検

討を通じて，アセス

メント結果，ケアプ

ラン 内 容の チェ ッ

ク，サービスの適切

さについて評価を行

った。 

実施回数：月 1 回 

職員 

（ 各 担

当 部 署

に て 開

催） 

利用 者 に対 し

て適 切 なケ ア

プラ ン の作 成

や，サービス提

供を 行 うた め

のス キ ルが 向

上した。 

公社内職員

研修の公開 

 

 

地域の事業所と

ともに職員のサ

ービスの向上に

つとめる。 

・公社の職員対象に

実施していた研修を

市内の事業所にも無

料で公開した。 

①「精神障害者の援

助時における対応

の仕方，言葉，声か

け」 

職員

（①，③

訪問介

護係，②

全職員） 

職員 の 資質 向

上とともに，地

域で 介 護サ ー

ビス に 携わ る

専門職に対し，

研修 の 機会 を

提供 し たこ と

で，スキルアッ
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平成 24 年 12 月

25 日（火） 

②「コミュケーショ

ンの基本～職場内

の労働衛生～」 

平成 25 年 2 月 26

日（火） 

③「ヘルパーの接遇

研修実践編」 

平成 25 年 3 月 26

日（火） 

外部 関 係者 参加 者

数：延べ 12 人 

プ に つ なが っ

た。 

ケースカン

ファレンス

の開催 

対応困難ケース

の事例検討をと

おして問題の解

決を図る，また，

職員の資質，能

力 の 向 上 を 図

る。 

担当のケースについ

て事例発表し，他の

メンバーとディスカ

ッシ ョ ンを 行う 中

で，ケースの振り返

りを行った。また，

今年度より外部関係

者を招いた。 

実施内容については

別表のとおり  

実施回数：月 1 回 

外部 関 係者 参加 者

数：延べ 14 人 

職員 

（各係の

看護職と

相談職の

合同開

催） 

自ら の 援助 を

振り返り，他者

から の 意見 を

聞く こ とに よ

り，新たな視点

を獲 得 する こ

とができ，職員

のス キ ルア ッ

プに つ なが っ

た。 

また，外部関係

者にとっても，

事例 検 討を 通

じて 援 助技 術

の向 上 につ な

がった。 

別表  

実 施 日 内       容（テーマ） 

平成 24年 4月 18日（水） 母を支援する娘のサポートについて 

   5 月 16 日（水） 精神疾患を持つ利用者の支援方法について 

   6 月 20 日（水） 複雑な家族関係の中で権利侵害が疑われるケース 
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   7 月 18 日（水） 本人の思いを受け止めながら在宅生活の支援をしていく 

   8 月 15 日（水） 
長年利用してきたホームヘルプサービスのサービス内容を見

直すことの，介護者にとっての意味 

   9 月 19 日（水） 
家族の介護力に限界を感じながらも援助がスムーズに展開で

きない事例について 

   10 月 17 日（水） 
現在の身体状態の受け入れが難しく精神的に不安定な生活を

送っているケース 

   11 月 21 日（水） サービスの受け入れが難しい一人暮らしの援助について 

   12 月 19 日（水） ケアマネ支援の立ち位置が難しいご夫婦への支援 

平成 25 年 1 月 30 日（水） 本人にとっての自立支援とは… 

   2 月 20 日（水） 癌末期の利用者と家族への係わりと支援を考える 

   3 月 13 日（水） 
高次脳機能障害のある利用者への支援について 

～制度の狭間をどのように支援するか～ 
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１８ 役員等・会議に関する事項  

 

（１）役員・評議員  

ア 理事・監事          （平成 25 年 3 月 31 日現在） 

役 職 名 氏   名 役 職 名 氏   名 

理 事 長 長島 敏明 理 事 山口 征子 

副理事長 石原 敏子 理 事 香川 草平 

常務理事 風間 政二 監 事 植松 充子 

理 事 畠山 敏子 監 事 平田 美智子 

理 事 和田 房子 

 

イ 評議員            （平成 25 年 3 月 31 日現在） 

氏    名 氏    名 氏     名 

西田 伸一 斉藤 光雄 柴崎 弓子 

小川 時雄 新川 太計子 古屋 紀子 

田中 保 山本 雅章 
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（２）会議の開催  

ア 理事会  

開催年月

日 
時  間 

出席 

人数 
件     名 

結 

果 

(第 1 回) 

平成 24 年 

4 月 5 日 

 

 

(第 2 回) 

4 月 25 日 

 

 

 

 

 

 

(第 3 回) 

10 月 18 日 

 

 

(第 4 回) 

平成 25 年

1 月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第 5 回) 

3 月 21 日 

 

 

 

午後 3 時 56 分～ 

午後 4 時 25 分 

 

 

 

午後 3 時 30 分～ 

午後 4 時 27 分 

 

 

 

 

 

 

午後 3 時 30 分～ 

午後 4 時 30 分 

 

 

午後 3 時 30 分～ 

午後 4 時 51 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後 3 時 30 分～ 

午後 4 時 40 分 

 

 

 

7 人 

 

 

 

 

6 人 

 

 

 

 

 

 

 

7 人 

 

 

 

6 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 人 

定款の変更について 

臨時評議員会へ提出する評議員候補者名簿

について 

臨時評議員会の招集について 

 

専決処分規程について 

専決処分の承認について 

平成 23 年度事業報告(案)について 

平成 23 年度収支決算(案)について 

定時評議員会へ提出する監事候補者名簿に

ついて 

定時評議員会の招集について 

 

経営状況の報告について 

平成 24 年度収支補正予算第 1 号(案)につ

いて 

 

経営状況の報告について 

平成 24 年度収支補正予算第 2 号(案)につ

いて 

寄附金等取扱規程の制定(案)について 

資産運用規程の改正(案)について 

給与規程の改正(案)について 

指定介護予防支援事業所運営規程の改正

(案)について 

入間町地域密着型認知症デイサービスぷち

ぽあん設置及び運営要綱の改正(案)につい

て 

第 2 回臨時評議員会の招集について 

平成 25 年度事業計画(案)について 

平成 25 年度収支予算(案)について 

 

 

平成 25 年度事業計画(案)について 

平成 25 年度収支予算(案)について 

中期計画(案)について 

定款の変更(案)について 

指定居宅介護，重度訪問介護事業運営規程

の改正(案)について 

国領高齢者在宅サービスセンター受託事業

実施要綱の改正(案)について 

可 決 

可 決 

 

可 決 

 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

 

可 決 

 

報 告 

可 決 

 

 

報 告 

可 決 

 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

 

可 決 

 

 

可 決 

協 議 

協 議 

 

 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

 

可 決 
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職員就業規則の改正(案)について 

嘱託職員等就業規則の改正(案)について 

ホームヘルパー就業規則の改正(案)につい

て 

職員再雇用に関する規程の改正(案)につい

て 

給与規程の改正(案)について 

衛生管理に関する規程等の改正(案)につい

て 

第２回臨時評議員会へ提出する案件につい

て 

定時評議員会の招集について 

 

 

可 決 

可 決 

可 決 

 

可 決 

 

可 決 

可 決 

 

可 決 

 

可 決 

 

 

 

 

イ 評議員会 

開催年月日 時  間 
出席

人数 
件     名 結 果 

(第 1回臨時

評議員会) 

平成 24 年 

4 月 6 日 

 

(定時評議

員会) 

5 月 10 日 

 

(第 2回臨時

評議員会) 

平成 25 年

3 月 28 日 

午後 4 時 00 分～ 

午後 4 時 27 分 

 

 

 

午後 3 時 30 分～

午後 4 時 28 分 

 

 

午後 3 時 30 分～

午後 4 時 20 分 

6 人 

 

 

 

 

5 人 

 

 

 

7 人 

評議員の選任(案)について 

定款の変更(案)について 

 

 

 

平成 23 年度事業報告について 

平成 23 年度収支決算(案)について 

監事の選任(案)について 

 

平成 25 年度事業計画について 

平成 25 年度収支予算について 

定款の変更(案)について 

 

可 決 

可 決 

 

 

 

了 承 

承 認 

可 決 

 

報 告 

報 告 

可 決 
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１９ 事業報告書付属明細書について  

 

該当なし  


